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令和２年度 決算報告・令和３年度 予算の執行状況 笠置町

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ３億2,954万円（21.9％）増額の18億3,456万６千円となりました。
　町税は、前年度に比べ113万6円（△7.0％）減額の１億4,963万４千円となりました。主な内訳は、町民税が5,578
万２千円、固定資産税が7,596万千円となっています。
　歳入総額の43.92％を占める地方交付税については、前年度に比べ4,106万5千円（5.4％）増額の８億576万６千円
となり、国庫支出金も、新型コロナウイルス感染症対策臨時交付金の皆増等により前年度に比べ２億4,279万５千円
（234.0％）の増額となりました。
　また、地方債については、２億6,369万千円の借入を実施し、対前年度比では１億4,233万８千円（117.3％）の増
額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べて２億
8,943万２千円（19.6％）増額の17億
6,805万２千円となりました。
　総務費における特別定額給付金事
業１億2,670万円、高度情報ネットワ
ーク民間移行事業１億2,841万６千
円、農林水産業費における林道施設橋
梁点検業務258万円、消防費における防災活動支援事業956万５千円、教育費における公立学校情報機器購入整備事業
1,061万４千円等の事業費の増額に伴い、増額となりました。
　

令和３年度予算の執行状況について
　一�般会計　令和３年度一般会計予算の当初予算と補正予算、前年度からの繰越事業費２億7,514万２千円を合わせ

た現在の総額は、17億7,380万３千円となっています。このうち、町税など８月末日までに入ったお金は５億43
万３千円で、予算に対する収納率は28.2％となります。また、各種事業実施のため町から支払われたお金は５億
3,494万５千円で、予算に対する執行率は30.2％となっています。

　�地�方債現在高の状況　まちづくりのために長期に借入れた資金の令和３年９月末現在高は、一般会計13億9,984万千
円、特別会計を合わせた町全体では15億3,769万６千円となっています。なお、令和２年９月末と比較すると１億
521万２千円の増額となっています。

　特�別会計　国民健康保険特別会計など４特別会計の予算総額は６億1,410万５千円で、収入済額１億7,198万７千円
（収納率28.1％）、支出済額は１億9,496万８千円（執行率31.8％）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他
自主財源
132,027

地方交付税
805,766

町　税
149,634

国・府支出金
411,941

その他の依存財源
71,507

地方債
263,691

1,834,566 
歳 出

（単位：千円）

議会費
46,031

災害復旧費
1,970

総務費
674,204

民生費
334,843

衛生費
174,198

農林水産業費
27,686

商工費
88,226 1,768,052 

土木費
156,595

教育費
83,364

公債費
121,892消防費

59,043

特別会計� （単位：千円）

区分
項目 歳入 歳出 差引差額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国民健康保険
特別会計 275,948 197,471 78,477 78,477 67,650 △ 67,650

簡易水道会計
特別会計 61,160 55,207 5,953 5,953 511 △ 511

介護保険特別会計 305,261 284,868 20,393 20,393 21,338 △ 21,338
後期高齢者医療
特別会計 71,720 71,276 444 444 709 △ 710

合計 714,089 608,822 105,267 105,267 90,208 △ 90,209
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令和２年度 決算報告・令和３年度 予算の執行状況 和束町

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ5億6,843万４千円（17.3％）の増加となりました。
　歳入総額の9.7％を占める町税は、３億7,252万９千円となり前年度に比べ1,309万３千円（3.4％）の減少となって
います。主な内訳は、個人町民税が１億3,079万2千円、固定資産税が1億8,987万７千円となっています。
　また、歳入総額の45.0％を占める地方交付税は、17億3,921万６千円となり前年度に比べ１億1,003万6千円（6.8
％）の増加となりました。
　地方債は、体験交流センター耐震改修事業やマンホールトイレ整備事業等により、３億6,460万円の借入を実施し、
対前年度比では、4,700万円（14.8％）の増加となりました。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べ５億
6,853万3千円（17.7％）の増加とな
りました。
　主な要因は、総務費が特別定額給付
金事業や体験交流センター耐震改修事
業等に伴い４億4,232万１千円、民生
費が新型コロナウイルス感染症対策の
ための子育て世帯等生活支援給付金事
業や新生児特別定額給付金事業等に伴い1億256万４千円、衛生費が大谷処理場大規模改修のための相楽郡広域事務組
合負担金等に伴い5,743万５千円それぞれ増加したことがあげられます。
　一方、災害復旧費が地すべり災害復旧事業の減少等に伴い3,912万５千円、公債費が3,186万５千円それぞれ減少し
ました。
　令和２年度の主な事業は、新型コロナウイルスの感染拡大防止や感染拡大の影響を受けている地域経済、住民生活の
支援などを図るため、マスク整備をはじめとした感染拡大防止事業、生活応援商品券事業や子育て世帯、事業者などを
対象とした支援金事業などを実施してきました。また、大規模化する災害に備え、指定避難所である体験交流センター
の耐震改修やマンホールトイレ整備、災害対策備品の整備など防災力の強化を図るとともに、全国初の取組となるゴル
フカートの活用による観光に特化した有償運送事業の開始や交流ステーション（農産物直売所）の運営開始など和束ブ
ランドの向上を目指した取組を展開してきました。
　さらに、ワールドマスターズゲームズ開催に向けた取組を進めるとともに、総合的な保健医療を提供する総合保健福
祉施設を整備するため検討を重ねてきました。

令和３年度予算の執行状況について
　一�般会計　令和３年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

37億4,478万５千円となっています。
　　 　このうち、町税など８月末までに入ったお金は12億6,815万７千円で、予算に対する収納率は33.9%、また、各

種事業実施のため町から支払われたお金は、９億1,705万７千円で予算に対する執行率は24.5%となっています。
　地�方債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の８月末現在高は、一般会計35億5,746

万８千円、特別会計を合わせた町全体では、67億9,931万９千円となっています。令和２年８月末と比較した場合、
4,686万６千円増加しています。

　特�別会計　湯船財産区特別会計など６特別会計の予算総額は20億2,966万円で、収入済額5億1,818万1千円（収納率
25.5%）、支出済額5億148万円（執行率24.7%）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他
自主財源
282,570

地方交付税
1,739,216

町　税
372,529

国・府支出金
971,146

その他の依存財源
131,534

地方債
364,600

3,861,595
歳 出

（単位：千円）

議会費
53,773

総務費
1,109,430

民生費
803,111衛生費

545,833

農林業費
165,598

商工費
110,483

3,780,394
土木費
181,294

教育費
224,410

災害復旧費
41,539

公債費
345,131

諸支出金
2

消防費
199,790

特別会計� （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

湯船財産区 3,490 3,154 336 336 296 40
国民健康
保険

事業勘定 617,654 584,650 33,004 33,004 46,238 △ 13,234
直診勘定 95,280 91,850 3,430 3,430 2,402 1,028

簡易水道事業 378,051 373,341 4,710 4,710 5,190 △ 480
下水道事業 269,252 256,170 13,082 2,182 2,022 160

介護
保険

保険事業勘定 689,324 670,984 18,340 18,340 13,187 5,153
サービス事業勘定 5,801 5,591 210 210 369 △ 159

後期高齢者医療 75,658 75,317 341 341 354 △ 13
合計 2,134,510 2,061,057 73,453 62,553 70,058 △ 7,505
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令和２年度 決算報告・令和３年度 予算の執行状況 南山城村

一般会計・歳入
　歳入総額は、30億1,525万円と前年度に比べ4億5,972万円（18.0%）の増加となりました。
　村税は２億8,293万円となり前年度に比べ2,205万円（7.2%）の減少となっています。主な内訳は、村民税１億
1,091万円、固定資産税1億5,654万円となっています。
　歳入総額の約42%を占める地方交付税につきましては、12億6,159万円と前年度に比べ7,681万円（6.5%）増加し
ています。また、国・府支出金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として、特別定額給付金補助金や新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等が皆増したことなどにより、３億6,788万円の大幅な増加となってい
ます。また、地方債では４億4,264万円の借入をおこない、対前年度比では、２億1,860万円の増額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、29億4,239万円
と前年度に比べ4億6,261万円
（18.7%）の増加となりました。
　主な要因は、特別定額給付金
事業（２億6,382万円）、新型コ
ロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金に関する事業（１億
4,424万円）や高度情報ネットワ
ーク民間移行事業（２億2,028万
円）などがあります。
　また災害復旧費につきましては、
大きな災害もなかったため、前年
度比56.4%減の4,022万円となりました。
　歳入歳出差引額では、7,286万円の収支となりましたが、翌年度へ繰越すべき財源として2,733万円を含んでいます
ので実質の収支額は、4,553万円となりました。

令和３年度予算の執行状況について
　一�般会計　令和３年度一般会計予算は、当初予算と４回の補正予算を合わせた８月31日現在の総額は、26億7,281

万円となっています。
　　 　このうち、村税など３月31日までに入ったお金は８億8,814万円で、予算に対する収納率は33.2%でした。また、

各種事業実施のため村から支出されたお金は、６億5,892万円で予算に対する執行率は24.7%となっています。
　地�方債現在高の状況　長期に借り入れた資金の９月末現在高は、一般会計では26億6,969万円となります。特別会計

を合わせた南山城村全体の借入残高では、36億3,944万円となります。令和２年９月末と比較した場合、一般会計の
地方債現在高は１億6,892万円増加し、簡易水道事業特別会計の企業債現在高は、6,870万円減少しています。また、
介護保険特別会計では、昨年度新たに借り入れたため、800万円増加となっています。

　特�別会計　国民健康保険特別会計など５特別会計の予算総額は、11億2,493万円となっています。このうち、収入済
額は、３億4,992万円（収納率31.1%）、支出済額は３億798万円（執行率27.4%）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他依存財源
152,991

その他自主財源
90,659

地方交付税
1,261,591

村　税
282,929

国・府支出金
691,148

地方債
442,642

諸収入
93,290 3,015,250

歳 出

（単位：千円）

議会費
49,698

総務費
1,082,797

民生費
481,990

衛生費
299,517

農林水産業費
145,931

商工費
87,285

2,942,389
土木費
163,324

教育費
197,220

災害復旧費
40,217

公債費
286,192

消防費
108,218

特別会計� （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支

差引額
翌年度へ

繰り越すべき
財源

実質
収支額

前年度
実質

収支額
単年度
収支額

国民健康保険 431,826 396,265 35,561 0 35,561 42,345 △ 6,784

簡易水道事業 221,708 215,638 6,070 1,193 4,877 2,287 2,590

後期高齢者医療 66,276 63,837 2,439 0 2,439 2,558 △ 119

介護保険 462,296 428,577 33,719 0 33,719 24,823 8,896

（保険事業勘定） 457,856 426,576 31,280 0 31,280 24,335 6,945

（サービス事業勘定） 4,440 2,001 2,439 0 2,439 488 1,951

高度情報ネットワーク 85,363 81,056 4,307 0 4,307 3,766 541

合計 1,267,469 1,185,373 82,096 1,193 80,903 75,779 5,124
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まち＊むらの 話題

叙
勲 

瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

伝
達
式

　

8
月
30
日
（
月
）
、
山
城
広
域
振
興
局
木
津
総
合
庁
舎
に

て
、
6
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
元
町
消
防
団
長
で
元
町
議
会
議

員
の
故
・
杉
岡
義
信
さ
ん
（
享
年
74
歳
）
の
ご
遺
族
が
瑞
宝

双
光
章
の
伝
達
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
分
団

長
等
を
経
て
平
成
8
年
か
ら
は
10
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
消

防
団
長
と
し
て
町
の
火
災
予
防
や
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動

等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、

責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果
た
し
功
績
を
あ
げ

た
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

早
稲
田
大
学
夏
季
集
中
講
座

政
策
発
表

　

8
月
6
日
（
金
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
研
修
室
で
早
稲
田

大
学
夏
季
集
中
講
座
の
政
策
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
8
月
2

日
（
月
）
の
初
日
か
ら
政
策
提
案
ま
で
の
５
日
間
全
て
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
お
こ
な
う
新
し
い
形
式
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
学
生
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
た
な
情
報

発
信
や
子
ど
も
向
け
遊
び
場
の
整
備
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
発
表
会
の
様
子
は
、
和
束
町
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

京
都
府
社
会
福
祉
大
会
で
の
表
彰

　

地
域
福
祉
の
発
展
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
に
多

大
な
ご
功
績
の
あ
っ
た
各
分
野
の
方
々
に
対
し
、
京
都
府
社

会
福
祉
大
会
に
て
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
第
70
回
目
と
な
る

本
年
度
は
南
山
城
村
か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
大
会
で
の
表
彰
式
典
が
、
９
月
７
日
（
水
）
、

京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
（
京
都
テ
ル
サ
）
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
郵
送
で
の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

【
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

社会福祉事業
特別功労者

森本伸一さん

【
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
】

社会福祉事業協力者
（ご寄付）

北本爲治さん

【
京
都
府
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
】　

個人寄付者
清水一行さん

政策発表会の様子
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「
便
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
い
わ
れ
、

便
秘
は
身
近
な
話
題
で
す
。
便
秘
と
は
「
具
体

的
に
何
日
間
出
て
い
な
け
れ
ば
便
秘
」
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
「
本
来
体
外
に
排
出
す
べ
き

糞
便
を
十
分
量
か
つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状

態
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
秘
は
大
き
く
分
け
て
、
「
器
質
性
便
秘
」

（
腸
の
病
気
に
よ
り
便
秘
に
な
る
）
と
「
機
能

性
便
秘
」
（
腸
の
運
動
や
働
き
に
異
常
が
あ
り

便
秘
に
な
る
）
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も

全
身
の
病
気
の
症
状
と
し
て
起
こ
る
「
症
候
性

便
秘
」
や
別
の
病
気
の
薬
の
副
作
用
で
起
こ
る

「
薬
剤
性
便
秘
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
「
器
質

性
便
秘
」
は
、
大
腸
過
長
、
手
術
に
よ
る
癒
着
、

炎
症
、
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
な
ど
に
よ
っ
て
、

腸
の
通
り
が
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
、

原
因
に
よ
っ
て
は
も
と
の
病
気
の
治
療
が
必
要

で
す
。
一
方
、
「
機
能
性
便
秘
」
は
、
腸
の
動

き
が
悪
い
「
弛
緩
性
便
秘
」
、
腸
が
過
緊
張
を

起
こ
す
「
け
い
れ
ん
性
便
秘
」
、
直
腸
に
便
が

た
ま
る
「
直
腸
性
便
秘
」
の
３
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　

便
秘
解
消
に
は
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食

品
を
摂
り
水
分
摂
取
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
心

掛
け
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
適
度
な
運
動
、

規
則
的
な
生
活
を
習
慣
に
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。

　

治
療
薬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
便
秘
の
タ
イ
プ
や

原
因
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
便
中
の
水
分
を

増
や
し
て
便
を
大
き
く
軟
ら
か
く
す
る
下
剤
や

大
腸
内
の
水
分
を
増
や
し
て
便
を
軟
ら
か
く
す

る
穏
や
か
な
作
用
の
下
剤
が
よ
く
使
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
代
表
は
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
い
う

薬
で
す
が
、
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
い
る
方

や
高
齢
者
で
は
高
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
血
症
に
な
り

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
に
、

大
腸
を
刺
激
し
て
大
腸
の
動
き
を
促
す
刺
激
性

下
剤
も
あ
り
、
漢
方
薬
も
こ
の
タ
イ
プ
に
含
ま

れ
、
頻
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
飲
み
薬
で
調
節
し

に
く
い
場
合
は
、
坐
薬
や
浣
腸
を
行
う
こ
と
も

あ
り
、
最
終
的
に
は
摘
便
（
直
腸
に
指
を
入
れ

て
便
を
排
出
さ
せ
る
）
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

自
分
の
便
秘
の
タ
イ
プ
を
知
り
、
適
切
な
対

応
策
を
と
り
、
不
安
が
あ
れ
ば
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

山
口
医
院

山
口
泰
司

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
7979  

便
秘
の
話

便
秘
の
話

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。

11月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
11月 3日（水） 内科 21日（日） 内科・小児科

 7日（日） 内科・小児科 23日（火） 内科・小児科
14日（日） 内科 28日（日） 内科・小児科

※10月分については広報れんけい９月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）　☎0774・73・9988（直通）

保健・福祉

高齢者インフルエンザ予防接種（3町村）

対　　象　３町村にお住まいで次のいずれかに該当される方
　　　　　・接種日に65歳以上の方
　　　　　・ 接種日に60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能に障害を有し、その障害の程度が身体障害の１級相当の方
接種期間　10月５日（火）～令和４年１月31日（月）
※申込方法や接種費用、接種場所等については、各町村の担当課にお問い合わせください。
※ 新型コロナワクチンも接種する場合は、各々前後２週間以上の接種間隔をあける必要がありますので、接種間隔

に注意して接種スケジュールを組みましょう。
問 合 せ　笠置町保健福祉課　　　　　☎0743・95・2302
　　　　　和束町福祉課　　　　　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
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保健・福祉

子どものインフルエンザ予防接種の助成（南山城村）

子どものインフルエンザ予防接種費用について助成をおこないます。
お子様の健康の維持、子育て世帯の経済的負担の軽減を目的としています。

公費助成の対象者
　南山城村に住民登録しており、生後６か月～小学
校卒業までのお子様

助成の金額
　１回の接種につき上限は1,500円です。接種費用
が１回1,500円を超える場合、その超えた分は自己
負担になります。毎年度、接種対象期間中２回まで
接種にかかる費用の一部を助成します。（生活保護
を受給されている方については接種額に限らず、全
額を助成します。）

対象期間
10月１日（金）～令和４年１月31日（月）まで

申請方法
１ 　まず、医療機関でインフルエンザの予防接種を

お受けください。接種の際は一度料金を全額お支
払いいただく必要があります。

２ 　すべての接種終了後、南山城村小児インフルエ
ンザ予防接種費用助成金交付申請書兼請求書に必
要事項を記入の上、南山城村保健福祉センターま
たは南山城村役場にご提出ください。

※最終接種後、２か月以内に申請をお願いします。
手続きの際に必要なもの

　印鑑、振込口座がわかるもの（通帳等）、領収証
の原本（接種した回数分）
　詳しくは南山城村のホームページをご覧いただく
か、保健福祉センターへお問合せください。

問合せ　南山城村保健福祉センター
　　　　　☎0743・93・0294

令和３年度 集団健（検）診のおしらせ（南山城村）

　生活習慣病やその予備軍を発見するための特定健診
及び後期高齢者健診（身体計測・血液検査・尿検査や
心電図など）と各種がん検診（大腸・胃・胸部・前立
腺・肝炎ウィルス検査の５つ）を実施します。
　40歳から74歳までの方に受けていただく特定健診
は健康保険（国保・社会保険・共済など）から出され
ている受診券が必要となります。国民健康保険以外の

日時・会場

月　　日 時　　間 会　　場

12月５日（日） 午前８時30分～11時
午後１時～３時 保健福祉センター

12月６日（月）
午前９時～11時30分 高尾公民館

午後１時30分～３時 本郷コミュニティセンター

※ 12月５日（日）のみ骨粗しょう症検診（無料）を実施します。
※ 胃がん検診（バリウム検査）を受けられる方は、前日の午後10時から検査終了まで飲食はしないでく

ださい。お水は検査２時間前までかまいません。
費　用　 特定健診1,000円　後期高齢者健診 無料　胃がん検診（バリウム検査）700円
　　　　大腸がん検診300円　前立腺がん検診300円　肝炎ウイルス検査200円
　　　　肺がん検診（胸部X線検査）無料

不明な点は保健福祉センターまでお問合せください。
問合せ　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294

保険の扶養に入られている方は、事前に受診券と保険
証のコピーを保健福祉センターに提出してください。
申込期限　 11月12日（金）までに希望される健（検）

診の種類と受診会場を保健福祉センターへお
申込みください。後日、必要な書類等を個人
あてに送ります。
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教育教育

消
毒
ポ
ン
プ
ス
タ
ン
ド
・
消
毒
液

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

京
都
山
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

2
6
5
0
地
区
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
と
、
管
内
小
・
中
学
校

に
足
踏
み
消
毒
ポ
ン
プ
ス
タ
ン
ド
1
台
と
消
毒
液
5
0
0
cc

入
り
8
本
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
小
・
中
学
校
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各町村長に目録が
贈呈されました。

中
学
校
体
育
大
会

　

9
月
12
日
（
日
）
、

笠
置
中
学
校
・
和
束
中

学
校
で
、
体
育
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
笠

置
中
学
校
は
「
前
人

未
到
」
を
、
和
束
中

学
校
は
「
S
h
a
r
e 

O
u
r 

P
a
s
s
i
o
n

～
か
つ
て
無
い
感
動
が

今
訪
れ
る
～
」
を
そ
れ

ぞ
れ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
両
校
と
も
力
い
っ

ぱ
い
練
習
の
成
果
を
出

し
切
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
種
目
に
お
い
て
も
、

チ
ー
ム
と
し
て
一
致
団

結
の
も
と
、
必
死
に
応

援
し
、
全
員
が
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
全
力
で
競
技
を
し
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
空
模
様

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
午
前
中
の
み
に
な
り

ま
し
た
が
、
生
徒
席
や

保
護
者
席
、
来
賓
席
か

ら
は
、
温
か
い
声
援
や

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

南
山
城
小
学
校
「
劇
団
風
の
子
」

体
験
型
演
劇
鑑
賞
会

　

9
月
9
日
（
木
）
、
南
山
城
小
学
校
は
、
「
劇
団
風
の

子
」
を
招
い
て
、
体
験
型
演
劇
鑑
賞
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

文
化
庁
の
「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
ど
も
育
成
総
合
事
業
」

を
活
用
し
た
鑑
賞
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
１
・
２
年
生
は

「
表
現
」
を
学
び
テ
ー
マ
を
決
め
て
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
５
・

６
年
生
は
演
劇
で
使
用
す
る
「
作
品
」
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
午
前
中
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
か
し
た

体
験
型
の
演
劇
鑑
賞
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
舞
台
上
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
「
表
現
」

を
楽
し
み
、
ま
た
、
「
作
品
」
を
使
っ
た
想
像
力
を
体
感
し
、

多
く
の
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
と
て
も
満
足
し
て
い

ま
し
た
。

和束町

南山城村 笠置町

笠置中学校和束中学校
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

全
国
地
域
安
全
運
動

　

令
和
３
年
全
国
地
域
安
全
運
動
が
10
月
11
日
～
20
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

本
年
の
活
動
重
点
は

　
　
・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　
　
・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

で
す
。

　

木
津
警
察
署
で
は
、
み
な
さ
ん
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
た
め
の
各
種
取
組
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

本
年
も
木
津
警
察
署
管
内
で
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
直
接
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
犯
機
能
付
電
話
機
を
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

木
津
警
察
署
で
は
、
今
お
使
い
の
固
定
電
話
機
に
取
り
付
け

　
　
・
通
話
内
容
を
録
音
す
る
機
能

　
　
・
相
手
に
警
告
す
る
機
能

　

で
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電
話
を
撃
退
す
る
通
話
録
音
装
置
の
無
償
貸
し
出
し
（
貸
出

期
間
：
1
8
0
日
間
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
手
続
、
貸
出
条
件
等
は
、
木
津
警
察
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

8
の
つ
く
日
は
「
自
転
車
安
全
利
用
デ
ー
」

　

木
津
警
察
署
で
は
、
毎
月
「
8
」
の
つ
く
日
を
「
自
転
車
安
全
利
用
デ
ー
」
と
し

て
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
向
け
た
街
頭
活
動
を
実
施
し
ま
す
！

　

木
津
署
管
内
で
も
、
自
転
車
運
転
者
に
よ
る
人
身
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

「
自
転
車
は
車
両
」
で
す
。
運
転
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

N
T
T
西
日
本
と

協
定
締
結
（
笠
置
町
）

　

近
年
、
異
常
気
象
等
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

避
難
者
等
の
通
信
の
確
保
を
目
的
に

N
T
T
西
日
本
と
特
設
公
衆
電
話
に

関
す
る
協
定
を
8
月
26
日
（
木
）
付

で
締
結
し
ま
し
た
。

　

特
設
公
衆
電
話
と
は
、
災
害
発
生

時
に
お
い
て
も
優
先
的
に
利
用
で
き

る
電
話
回
線
を
用
い
た
電
話
機
で
あ

り
、
避
難
者
の
連
絡
に
有
用
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
N
T
T
西
日
本
の
協
力
の

も
と
、
特
設
公
衆
電
話
機
を
設
置
し

て
い
く
予
定
で
す
。

安心・安全

車
両
火
災
に
伴
う

付
近
住
民
の
活
動
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
式

　

5
月
9
日
（
日
）
南
山
城
村
大
字
田
山
地
内
で
発
生
し
た

火
災
で
初
期
消
火
活
動
を
行
い
、
消
防
隊
到
着
ま
で
に
火
勢

を
弱
め
全
焼
火
災
に
な
る
こ
と
を
防
い
だ
と
し
て
、
相
楽
中

部
消
防
本
部
か
ら
大
久
保
徹
治
さ
ん
と
大
久
保
嘉
騎
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
7
月
27
日
（
火
）
午
後
2
時
か
ら
相
楽
中
部
消

防
組
合
消
防
本
部
３
階
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（左下）大久保 徹治さん　（右下）大久保 嘉騎さん
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講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

10
月
9
日
（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　

師　

菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
和
束
町
の
方
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

女
性
学
講
座

 『
ハ
ー
ブ
&
ア
ロ
マ
体
験
教
室
』

実
施
日　

10
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
00
分

場　

所　

笠
置
町
つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

 

松
村
邦
子　

さ
ん
（
和
豆
香
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム　

ハ
ー
ブ
担
当
）

内　

容　

 

ア
ロ
マ
ス
チ
ー
ム
と
バ
ー
ム
（
軟

膏
）
作
り

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

1
5
0
0
円
程
度

持
ち
物　

 

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
洗
面
（
ボ
ウ

ル
）・
エ
プ
ロ
ン

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

10
月
6
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
』

実
施
日　

11
月
10
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
00
分
～
正
午

場　

所　

 

和
束
町
テ
ラ
ス
和
豆
香
カ
フ
ェ
（
活

動
ヶ
丘
公
園
内
）

講　

師　

 

橋
本　

修
さ
ん
（
井
手
町
六
臂
窯
）

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

7
0
0
円　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
パ
ン
ダ

ナ
）
・
タ
オ
ル

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

10
月
18
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
教
室

　

10
月
の
大
人
の
英
会
話
教
室
（
和
束
町
教

室
）
は
、
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま
す
。
な
お
、

再
開
す
る
場
合
は
、
町
村
防
災
行
政
無
線
に
て

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

10
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方
（
和
束
町
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
）
※
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
小
・
中
学
生
も
可

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

10
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　

所　

笠
置
町
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　

師　

西
垣
喜
美
代
さ
ん

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

※�

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催
し

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
学
ぼ
う
和
束
の
歴
史
』

実
施
日　

10
月
30
日
（
土
）

時　

間　

午
前
10
時
00
分
～
午
前
11
時
25
分

集
合
場
所　

和
束
天
満
宮
境
内

内　

容　

 　

多
く
の
方
に
和
束
の
歴
史
や
文
化

の
価
値
に
気
づ
き
、
親
し
み
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容

で
実
施
い
た
し
ま
す
。
現
地
に
残
っ

て
い
る
史
跡
を
見
て
、
ク
イ
ズ
を
通

し
て
和
束
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
、
4
か
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ

に
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
一
ヶ
所
15

分
で
す
。
小
学
生
の
お
子
さ
ん
に
も

わ
か
る
ク
イ
ズ
を
設
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
お
友
達
同
士
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　

お
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

 　

な
お
天
候
・
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
中
止
に
い
た
し
ま
す
。

定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
石
寺
・
撰
原
・
下
島
の
歴
史
』

写
真
展
示
の
案
内

実
施
日　

10
月
13
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
石
寺
・
撰
原
・
下
島
の
歴
史
」

内　

容　

 　

今
回
は
、
石
寺
・
撰
原
・
下
島
に

つ
い
て
、
江
戸
時
代
・
明
治
の
中
期

に
あ
っ
た
絵
図
と
古
文
書
、
石
寺
小

学
校
・
西
和
束
小
学
校
、
戦
後
の
道

路
、
昭
和
47
年
の
撰
原
災
害
な
ど
が

わ
か
る
資
料
の
写
真
展
示
を
い
た
し

ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 『
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
づ
く
り
』 

　

聞
こ
え
に
く
い
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
が
生
活

の
中
で
あ
り
ま
せ
ん
か
？
会
話
が
聞
き
取
れ
ず

困
っ
た
時
に
提
示
で
き
る
カ
ー
ド
作
り
を
し
ま

す
。
他
に
も
、
聞
こ
え
に
く
い
方
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時
30
分　

場　

所　

八
幡
市
立
福
祉
会
館　

参
加
費　

無
料

対　

象　

 

聞
こ
え
に
く
い
方
や
き
こ
え
な
い
方
、

そ
の
家
族
・
関
係
者

申
込
み　

 

10
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
の
①

～
⑨
を
記
載
し
て
F
A
X
・
メ
ー

ル
・
郵
送
に
て
申
込
み

　
　
　
　

 

①
氏
名　

②
ふ
り
が
な　

③
郵
便

番
号
・
住
所　

④
電
話
番
号　

⑤

F
A
X
番
号　

⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

⑦
障
害
者
手
帳
（
聴
覚
障
害
）
所
持

の
有
無　

⑧
参
加
日　

⑨
知
っ
た
き

っ
か
け　

⑩
備
考

問
合
せ
・
申
込
み

informationおしらせ
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in
fo

rm
ation

おしらせ
　
　
　
　

 （
社
福
）
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福

祉
協
会　

聴
言
支
援
課

　
　
　
　

担
当　

今
井
・
荻
野
・
乾

　
　
　
　

郵
便　

 

〒
6
1
0
―

0
1
2
1　

城

陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
―

64

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8　

 kiko
e-shien@

kyo
to

-
chogen.or.jp

 『
じ
ぶ
ん
手
帳
づ
く
り
』

　

職
場
や
社
会
活
動
の
場
で
聞
こ
え
に
く
い
こ

と
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
分
の
聞

こ
え
の
特
徴
を
知
り
、
周
り
の
人
へ
説
明
し
や

す
く
す
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
作
り
ま
す
。
他

に
も
聞
こ
え
に
く
い
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時
30
分

場　

所　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

 

働
く
世
代
の
聞
こ
え
に
く
い
方
や
き

こ
え
な
い
方
、
そ
の
家
族
・
関
係
者

申
込
み　

 

10
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
の
①

～
⑨
を
記
載
し
て
F
A
X
・
メ
ー

ル
・
郵
送
に
て
申
込
み

　
　
　
　

 

①
氏
名　

②
ふ
り
が
な　

③
郵
便

番
号
・
住
所　

④
電
話
番
号　

⑤

F
A
X
番
号　

⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

⑦
障
害
者
手
帳
（
聴
覚
障
害
）
所
持

の
有
無　

⑧
参
加
日　

⑨
知
っ
た
き

っ
か
け　

⑩
備
考

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

 （
社
福
）
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福

祉
協
会　

聴
言
支
援
課

　
　
　
　

担
当　

今
井
・
荻
野
・
乾

　
　
　
　

郵
便　

 

〒
6
1
0
―

0
1
2
1　

城

陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
―

64

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

に
じ
っ
こ
・
城
陽

日　

時　

10
月
9
日　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

11
月
13
日　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

対
象
者　

・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�n
a
n
b
u
-n
a
n
c
h
o
y
o
ji@

kyoto-chogen.or.jp

QＲコードからも
アクセスできます。

京
都
府
立
農
業
大
学
校

令
和
４
年
度
学
生
募
集

　

京
都
府
立
農
業
大
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
京
都
府
内
の
農
業
の
担
い
手
、
農
業
後

継
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
や
お

茶
な
ど
の
生
産
技
術
を
学
び
、
府
内
で
農
業
に

従
事
し
た
い
意
欲
の
あ
る
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
京
都
府
立
農
業
大
学

校
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

　
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）

　
　

 

令
和
３
年
11
月
29
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　

12
月
13
日（
月
）

　
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

　
　

 

令
和
４
年
1
月
21
日（
金
）～

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8　

�k
ik
o
e
-s
h
ie
n
@
k
y
o
to
-

chogen.or.jp

募
集

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人
工
呼

吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
及
び

南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は
勤

務
す
る
者
（
中
学
生
以
上
の
方
と
し

ま
す
。
）

募
集
人
員　

 
6
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

10
月
4
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
が
、
感
冒
等
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

　
　
　
　
　
　

２
月
2
日（
水
）

問
合
せ　

京
都
府
立
農
業
大
学
校　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
2

相
談

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

日　

時　

10
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
～
4
時
（
相
談
時
間
は

30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場　

会
議
室

主　

催　

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

 

事
前
予
約
は
10
月
12
日
（
火
）
午
後
4
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

 

産
業
振
興
会
館
1
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
） 

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）
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informationおしらせ

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

 
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 
和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

10
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

10
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
10
月
19
日
（
火
）
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

10
月
19
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

10
月
20
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

10
月
22
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

10
月
15
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

10
月
20
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
22
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓
口
と

し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
5
日
（
火
）

　
　
　
　

11
月
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
下

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
及
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
会　
　
　
　
　
　
　

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

10
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料	

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

場　

所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　

10
月
20
日
（
水
）

子
育
て
講
演
会　
　
　

10
月
13
日
（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

方
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

	

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る

生
活
必
需
品
配
布
事
業
の
ご
案
内

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
困
窮
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

等
に
、
生
活
必
需
品
を
配
布
し
ま
す
。

　

配
布
希
望
家
庭
は
、
地
域
の
母
子
会
＝
相
楽

連
合
む
つ
み
会
へ
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
は
、
11
月
20
日
（
土
）
ま
で

連
絡
先　

相
楽
連
合
む
つ
み
会

　
　
　
　
　

souraku623@
gm
ail.com

　
　
　
　
　

☎
0
8
0
・
3
8
5
9
・
8
6
7
8公益財団法人京都府市町村振興協会
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エコバッグの
ご寄付をいただきました
　相楽建設業協会から、令和３年度『道路ふ
れあい月間』推進標語をデザインしたエコバ
ッグをご寄付いただきました。
　これは、国土交通省が推進する8月の『道
路ふれあい月間』にちなんで、例年、相楽建
設業協会が実施されるクリーン作戦（道路の
清掃活動）が、コロナ禍の影響で団体活動を
自粛されたため、道路の愛護活動や道路の正
しい利用の啓発のために作成されたものです。
　各町村役場の窓口で配布しています。（数
に限りがあります。）

in
fo

rm
ation

おしらせ

「行政相談週間」相談所開設　～困ったら 一人で悩まず 行政相談～
　10月18日（月）～24日（日）は行政相談週間です。
　国の役所や独立行政法人などの仕事やサービスについて、お困りのこと、お尋ねになりたいことはありませ
んか？
　総務省の行政相談は、こうした困りごとや国への要望をお聞きしてその解決の促進を図り、行政運営の改善
につなげていきます。相談は無料で秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止する場合があります。

問合せ　総務省 京都行政監視行政相談センター　☎075・802・1100

2021年度WEB版公開講座　「取り戻そう！明るく、元気な日常」
※大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部は、南山城村と包括連携協定を締結しています。
動画公開期間　10月１日（金）～11月30日（火）
　　　　　　　※YouTube限定公開
視聴申込方法　 次のいずれかの方法で、申込みフォ

ームに必要事項を入力の上、送信し
てください。

①QRコードから
　申込み 
② インターネットで「OIU 地域協

働センター」と検索し、専用フォ
ームから申込み。

③ メール本文に自身のメールアドレ

ス、件名に「広報れんけい10月号
公開講座視聴希望」と入力し送信。
　 collabo+kouza@oiu.jp

注意事項　① 受講料は無料。ただし、通信費は自己
負担。

　　　　　② 視聴にはインターネット環境が必要で
すが、環境設定に関する質問について
は対応できません。

申込締切　11月24日（水）
問 合 せ　 大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部　

地域協働センター
　　　　　　☎06・6902・0617

南山城村
※人権・困りごと相談と同時におこないます。
相談日　10月20日（水）
時　間　午前９時30分～正午
相談場所　やまなみホール研修室
問合せ　南山城村総務財政課
　　　　　☎0743・93・0102（直通）

笠置町
※人権相談と同時におこないます。
相談日　10月19日（火）
時　間　午後１時～午後４時
相談場所　産業振興会館１階和室
問合せ　笠置町役場総務財政課
　　　　　☎0743・95・2301（代表）

和束町
相談日　10月19日（火）
時　間　午後１時30分～
　　　　　　３時30分
相談場所　和束町役場 第１相談室
問合せ　和束町総務課
　　　　　☎0774・78・3001（直通）

笠置町 和束町

南山城村
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　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　昨年の春に「withコロナ」という語が使われ始めてから約１年半が経過しています。終息はまだ遠いようです
が、みなさんがそれぞれ工夫をしながら日常生活を健康に過ごされることを願っています。
　この状況で修学旅行を実施している都市もあります。実施の経過やその後の様子について、課題の抽出に焦点を
絞って情報収集に努めています。今後とも当事業にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

農村宿泊体験（農泊）10月号

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：湊・鍵岡　E-mail：info@chagenkyo.com

「お茶壺道中」
　江戸時代、毎年春に宇治の碾茶を詰めた茶壺を徳川将軍に献上する「お茶壺道中」が
ありました。大名行列並みの物々しさで千人を超える行列もあったようです。暑気を避
けて信州で熟成し、秋に江戸入りして茶壺の口を切ります。例年10月初旬に宇治橋周
辺では「宇治茶まつり」が開催され、当時の様子を今に伝えています。

今月の
お茶にまつわる豆知識

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

燃えるごみ収集日
　笠置町　　毎週　火・金曜日
　和束町　　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日（野殿・童仙房は火曜日のみ）

informationおしらせ

十分に水切りして下さい。

クリップ、ホッチキスははずす。

燃えるごみの出し方
燃えるごみ
出せるもの（一例）　 生ごみ・紙類・布類・木くず
　　　　　　　　紙おむつ

出す時の注意
◎ 生ごみの約6割は水分です。そのまま袋に入れると悪

臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎ 食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎ 紙類はクリップやホッチキス等は外して出してくださ

い。
◎ 刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれ

て収集所に出してください。
◎ 竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は

必ず１m以内に切断し紐で束ね収集所に出してくださ
い。

◎ 紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるご
みの袋に入れてください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくこと
で、ごみの減量化やごみ処理費用の節約につながります。
ご協力をよろしくお願いします。

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏　名：猿谷　祐介様　　住　所：京都市下京区　　寄付金額：10,000円 142021.10◦第187号 広報  
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町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書

小説8050 林 真理子
クララとお日さま カズオ・イシグロ
もしも徳川家康が総理大臣
になったら 眞邊 明人

児童書

カラフルなひとりごと 種村 有希子
かいけつゾロリのゾワゾワ
ゾクゾクようかいまつり 原 ゆたか

坂の上のパン屋さん 尾崎 美紀

和　　束

一般書

婿どの相逢席 西條 奈加
入浴は究極の疲労回復術 早坂 信哉
まるごとレモン
ベストレシピBOOK 河井 美歩

児童書
なんだこれは 横山 寛多
じぶんでよめるさかなずかん 成美堂出版編集部
友だちは図書館の幽霊 草野 あきこ

南山城村

一般書
小説8050 林 真理子
東京ディストピア日記 桜庭 一樹
新動物記I キリンの保育園 齋藤 美保

児童書
しげちゃんのはつこい 長谷川 義史
恐竜トリケラトプスとティラノクイーン 黒川 みつひろ
こども衛生学 宮﨑 美砂子 監修

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★�Pick�UP�★
「婿どの相逢席」

西條 奈加 ／ 著

　小さな楊枝屋の四男・鈴之助
は、相思相愛のお千瀬の生家で
ある大店の仕出屋「逢見屋」へ
めでたく婿入り。誰もが羨む逆
玉婚のはずだったが…。夫婦奮
闘記。

図書室の連絡先
　笠置町中央公民館図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

和束町体験交流センター図書室より
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☆『おはなしのじかん』の
　ご案内

日　時　10月24日（日）
　　　　午前10時30分～
場　所　和束町
　　　　体験交流センター
　　　　ホール

●休室日のお知らせ
　本の所蔵整理のため、10月６日（水）～10月16日（土）まで休室し
ます。返却は「本のポスト」をご利用ください。ご迷惑おかけしますが、
よろしくお願いします。

●貸出日が増えます
　秋の読書週間中（10月27日～11月９日）は、通常閲覧日である木曜
日も貸出日となります。ぜひ、ご活用ください。
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ベストショットまち＊むら 南山城村

　９月15日（水）、南山城小学校の5年生が稲
の刈り取りをおこないました。
　南山城小学校では、毎年総合学習の一環とし
て、地域のみなさんのご協力のもと田植えから
脱穀までを手作業でおこない、お米ができる過
程を実際に体験して学んでいます。
　５月に自分たちの手で苗を植えてから約４か
月。豊かに実った稲を、地元農家やＪＡの方に
教えてもらいながら丁寧に刈り取りました。

小学生が稲刈り体験
（南山城小学校）

まち・
 むら

和束町
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御茶印帳巡り御茶印帳巡り
～ようこそ茶源郷・わづか～ようこそ茶源郷・わづかへへ～～
　生業景観である茶畑景観のすば
らしさを、歩きながら感じてみま
せんか？
　各ルートに設定されたポイント
での記念写真とオリジナルスタン
プの『御茶印帳』を記念にどうぞ。
実施期間　10月３日（日）～17日（日）
　※ 新型コロナウィルスの感染拡大の状況により、実施

期間が変更になる場合があります。
問合せ　和束町地域力推進協議会
　　　　（和束町地域力推進課）
　　　　　☎0774・78・3002

八
坂
神
社
の
大
杉

人口・世帯数
（令和３年９月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 3,722人　
世帯数� 1,701世帯

（減6）
（減2）

人　口� 1,213人　
世帯数� � �622世帯

（減4）
（減2）

人　口� 2,571人　
世帯数� 1,214世帯

（減8）
（減3）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：15 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：15 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!


